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オ
バ
マ
は
「
チ

ェ
ン
ジ
」
を
叫
ん

で
大
統
領
に
な
っ

た
が
、
何
も
変
わ

っ
て
な
い
と
ア
メ
リ
カ
国
民

の
不
信
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

イ
ラ
ク
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
へ
軍
を
シ
フ
ト
す
る
だ

け
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
不
満

で
あ
る
。
目
付
き
も
ブ
ッ
シ

ュ
前
大
統
領
に
似
て
き
た
よ

う
だ
。

　

改
革
だ
チ
ェ
ン
ジ
だ
と
叫

ん
で
も
国
民
が
変
え
て
欲
し

い
箇
所
は
そ
の
ま
ま
で
、
長

年
の
努
力
で
獲
得
し
た
基
本

的
な
権
利
が
何
時
の
間
に
か

変
え
ら
れ
掌
中
か
ら
消
え
て

い
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
自
公

連
立
政
権
の
政
治
だ
っ
た
。

　

国
民
の
望
む
国
家
像
も
多

様
で
、
医
者
同
士
、
親
戚
家

族
で
も
願
望
や
意
見
が
相
反

す
る
。
貧
富
や
情
報
量
の
差

の
拡
大
で
、
自
分
が
勝
ち
組

か
負
け
組
か
の
位
置
付
け
さ

え
む
ず
か
し
い
。
仲
間
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
と
も
に
進
も

う
と
し
て
も
、
ふ
と
孤
立
感

が
襲
う
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、
手
は

じ
め
に
国
家
や
自
治
体
の
会

計
を
企
業
会
計
並
み
の
複
式

化
に
変
革
し
た
い
と
い
う
願

望
が
あ
る
が
、
同
志
を
募
る

意
欲
も
「
そ
れ
が
何
や
ね

ん
」
と
い
う
反
論
に
立
ち
向

か
う
根
気
も
な
い
。

今回に同封

個
別
指
導
の
今

社
保
研
究
部

②

専門家がおこたえします

室相 談各 種
法律相談

【日　時】10月５日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信 弁護士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

税務相談
【日　時】10月21日（水）午後２時～４時
【相談者】上野精一 税理士

雇用相談
【日　時】10月15日（木）午後２時～４時
【相談者】桂好志郎 社労士

報告集会で、裁判の経緯を説明する西晃弁護団事務
局長＝９月25日、弁護士会館　　　　　　　　　　

　

小
澤
氏
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

義
務
化
に
よ
る
経
済
的
な
問

題
や
、
患
者
さ
ん
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
と
ど
う
向
き
合

わ
な
い
と
い
け
な
い
か
な
ど

に
つ
い
て
、
自
ら
の
診
療
の

実
情
を
ふ
ま
え
て
訴
え
た
。

同
氏
は
、「
患
者
さ
ん
に

は
、
ど
ん
な
病
名
や
診
療
内

容
で
あ
れ
、
絶
対
に
他
人
に

知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利

が
あ
る
」
と
し
て
、
オ
ン
ラ

　

「
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
で
新
た
な
費
用
が
発
生
し
、
厳
し

い
経
営
の
中
で
深
刻
な
問
題
が
生
じ
る
」「
医
療
は
経
済
上

の
効
率
化
だ
け
で
論
ず
べ
き
で
な
く
、
患
者
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
の
確
立
、
受
療
権
・
個
人
情
報
の
自
己
決
定
権
を
含
む

患
者
さ
ん
の
人
権
の
最
大
の
尊
重
が
大
事
だ
」。
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
撤
回
訴
訟
の
第
２
回
口
頭
弁
論
が

９
月
25
日
、
大
阪
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
、
小
澤
力
副
理
事

長
が
、
歯
科
開
業
医
の
立
場
か
ら
意
見
陳
述
し
た
。

イ
ン
義
務
化
は
そ
の
権
利
を

侵
害
し
患
者
と
医
療
機
関
と

の
信
頼
関
係
を
も
崩
し
か
ね

な
い
と
、
義
務
化
撤
回
を
強

く
求
め
た
（
次
号
に
意
見
陳

述
全
文
を
掲
載
）。
陳
述
が

終
わ
る
と
思
わ
ず
傍
聴
席
か

ら
賛
同
の
拍
手
が
起
こ
り
、

裁
判
長
が
制
止
す
る
一
幕
も

あ
っ
た
。

　

口
頭
弁
論
終
了
後
は
、
弁

護
士
会
館
で
報
告
集
会
が
開

か
れ
た
。
弁
護
団
事
務
局
長

の
西
晃
氏
か
ら
は
、
省
令
１

１
１
号
の
導
入
背
景
や
そ
の

経
済
効
果
・
メ
リ
ッ
ト
な
ど

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
国
の
準

備
書
面
に
対
し
て
、「
先
生

方
に
専
門
家
と
し
て
コ
メ
ン

ト
を
寄
せ
て
も
ら
い
、
そ
れ

を
元
に
反
論
書
面
を
作
成
し

て
い
き
た
い
」
と
、
原
告
団

へ
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

ま
た
政
権
交
代
の
情
勢
も
う

け
て
、
国
会
要
請
な
ど
政
治

要
求
を
強
め
て
よ
り
裁
判
に

有
利
な
状
況
を
作
り
出
す
こ

と
も
重
要
だ
と
し
た
。

　

第
３
回
の
期
日
は
、
12
月

４
日
（
金
）
の
午
後
１
時
30

分
～
２
時
を
予
定
。

オンライン訴訟
第２回口頭弁論

患
者
の
人
権
尊
重
す
べ
き

「
病
状
知
ら
れ
な
い
権
利
あ
る
」と
小
澤
氏

「“入れ歯が危ない！”　保険で
良い歯科医療を　10.25決起集
会（仮称）」にご参加ください !!
【�スローガン】①患者負担を軽
減させる②保険でよい入れ歯
や、十分な歯周病の治療・管
理ができるようにする③日常
的に普及している治療を保険
導入させる――など
【�日程】10月25日（日）
　　　　午後２時～４時
【�会場】東京国際交流館（JR新
橋駅で「ゆりかもめ」乗車、「船
の科学館駅」下車、徒歩３分）
【�呼びかけ団体】全国保険医団
体連合会、「保険で良い歯科
医療を」全国連絡会、全日本
民主医療機関連合会、日本生
活協同組合連合会医療部会他
※ 11時30分から、東京・銀座の
繁華街で街頭宣伝、チラシ・
署名行動を予定
※ 交通費は協会が負担します。
ご家族・従業員も参加できま
す。ご参加の連絡は協会まで
（TEL06－6568－7731）

海外技工・自主共済の適用除外　　　
・保険でよい歯科医療の実現で意見書

吹田、門真、大阪、泉南で採択
　

「
国
外
で
作
製
さ
れ
た
歯

科
技
工
物
に
係
る
意
見
書
」

と
「
自
主
共
済
制
度
の
保
険

業
法
適
用
除
外
を
求
め
る
意

見
書
」
が
吹
田
市
議
会
で
９

月
28
日
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

　

２
つ
の
意
見
書
は
、
協
会

な
ど
が
府
下
の
全
自
治
体
に

対
し
て
要
請
し
て
い
た
。
海

外
技
工
に
つ
い
て
、
歯
科
医

療
の
安
全
性
に
と
ど
ま
ら

ず
、
国
民
の
安
全
保
障
と
し

て
「
国
内
で
完
結
で
き
る
体

制
を
確
保
す
べ
き
」
と
の
立

場
に
立
っ
た
意
見
書
が
採
択

さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
議
会
が

全
国
で
初
め
て
。
29
日
、
門

真
市
議
会
で
も
同
じ
主
旨
の

意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
。

　

大
阪
市
議
会
で
は
９
月
17

日
、「
国
外
で
作
成
さ
れ
た

歯
科
補
て
つ
物
等
に
関
す
る

意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
た
。

し
か
し
、
国
外
で
作
成
さ
れ

た
補
て
つ
物
の
品
質
や
安
全

確
保
の
た
め
必
要
な
措
置
を

求
め
る
内
容
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

泉
南
市
で
は
25
日
、「
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
」
が
採
択

さ
れ
た
。

吹田で採択された海外技工意見書

・�

保
団
連
冊
子
『
２
０
１
０
年
度
改
定
に
向
け
た
医
科
・
歯
科
診
療
報
酬
要
求
』

・�

会
員
署
名
『
歯
科
医
療
の
危
機
打
開
の
た
め
に
来
年
度
予
算
編
成
に
む
け
て
診

療
報
酬
引
き
上
げ
と
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る
要
請
書
』

し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
に

近
い
と
い
え
よ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

で
、
実
際
に
こ
れ
だ
け
多
く

の
個
別
指
導
を
カ
ル
テ
指
定

30
件
、
２
時
間
の
枠
で
実
施

指
導
を
担
当
す
る
技
官
が
増

え
た
わ
け
で
は
な
い
。
事
務

官
が
１
人
増
員
さ
れ
た
だ
け

個
別
指
導
を
受
け
た
保
険
医

療
機
関
の
う
ち
、
08
年
度
に

お
い
て
も
高
点
数
で
あ
っ
た

保
険
医
療
機
関
で
あ
る
。

計
画
遂
行
に
疑
問

　

高
点
数
に
よ
る
個
別
指
導

１
８
８
件
が
実
際
に
実
施
可

能
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残

る
。
実
際
に
某
県
で
は
、
厚

生
局
の
意
向
に
沿
っ
て
08
年

度
に
例
年
を
大
幅
に
上
回
る

高
点
数
個
別
指
導
を
計
画
さ

せ
ら
れ
た
が
、
年
度
内
に
実

施
さ
れ
た
件
数
は
予
定
の
３

割
以
下
に
留
ま
っ
た
。

　

９
月
25
日
号
で
既
報
の
と

お
り
、
高
点
数
を
理
由
に
し

た
個
別
指
導
は
、
情
報
提
供

や
再
指
導
を
理
由
に
し
た
個

別
指
導
と
比
べ
て
も
、
選
定

上
「
劣
後
扱
い
」
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
近
畿
厚
生
局
指

導
監
査
課
に
お
い
て
、
個
別

な
ど
か
ら
情
報
提
供
が
あ
っ

た
保
険
医
療
機
関
で
あ
る
。

　

「
再
指
導
保
険
医
療
機

関
」
は
、
08
年
以
前
に
実
施

さ
れ
た
個
別
指
導
の
結
果
に

お
い
て
、「
再
指
導
」
に
な

っ
た
保
険
医
療
機
関
を
指
し

て
い
る
。

　

「
高
点
数
保
険
医
療
機

関
」
は
、
07
年
度
に
集
団
的

画
の
内
訳
は
、
①
「
情
報
提

供
の
あ
っ
た
保
険
医
療
機

関
」
62
件
、
②
「
再
指
導
保

険
医
療
機
関
」
11
件
、
③

「
高
点
数
保
険
医
療
機
関
」

１
８
８
件
か
ら
な
る
。

　

「
情
報
提
供
の
あ
っ
た
保

険
医
療
機
関
」
と
は
、
診
療

内
容
ま
た
は
診
療
報
酬
請
求

に
関
し
て
、
保
険
者
や
患
者

個
別
261
件
を
予
定

　

協
会
は
近
畿
厚
生
局
に
個

別
指
導
に
関
す
る
情
報
公
開

請
求
を
し
、
大
阪
府
の
「
09

年
度
指
導
計
画
の
概
要
（
歯

科
）」（
図
１
）
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
今
年
度
の
指
導
計

画
の
最
大
の
特
徴
は
、
２
６

１
件
の
個
別
指
導
（
新
規
個

別
指
導
を
の
ぞ
く
）
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
。
近
年
、
大

阪
に
お
け
る
歯
科
個
別
指
導

の
実
績
は
年
間
30
件
以
下
だ

っ
た
が
、
そ
の
10
倍
以
上
に

あ
た
る
（
図
２
）。

　

２
６
１
件
の
個
別
指
導
計

09
年 

過
去
実
績
の
10
倍
以
上

協
会
の
情
報
公
開
請
求
で
判
明

（図１）「09年度指導計画の概要（歯科）」

個別指導

新規指定
保険医療機関

08年9月1日から09年9月30日
までに指定を受けた医療機関 180件

情報提供のあっ
た保険医療機関

09年度新たに選定された保険医
療機関 10件

08年度に選定された保険医療機
関のうち未実施となった保険医
療機関

52件

再指導
保険医療機関

09年度新たに選定された保険医
療機関 5件

08年度に選定された保険医療機
関のうち未実施となった保険医
療機関

6件

高点数
保険医療機関

07年度集団的個別指導を実施し
た保険医療機関のうち08年度も
高点数となった保険医療機関

188件

（図２）大阪における歯科の個別指導件数の推移（協会調べ）

大阪府（歯科） 02年度 03年度 04年度 05年度 06年度 07年度 08年度

➡

09年度
予定

個別指導

情報提供

4 12 9 27 11 22 17

62 �
�
�
�
�
�
�

261
再指導 11
高点数 188
会計検査院 ー
共同指導 0

集団的個別指導 197 210 209 213 199 210 430 427
新規個別指導 86 158 29 370 140 119 202 180

合計
261件

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

会
員
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
政
権
へ
の

働
き
か
け
の
た
め 


